
ライオンズクラブ国際協会
335-B地区
地区ガバナーエレクト

笹部美千代

次期会長・第一副
会長・幹事の皆様



自己紹介
所属 ８Ｒ１ℤ 岸和田コスモススライオンズクラブ

ライオン歴 2003年3月入会 チャーターメンバー

（クラブ）

2007年～2008年 幹事

2009年～2010年 会計

2012年～2013年 会長

（地区）

2014年～2015年 ８Ｒ１Ｚ ゾーンチェアパーソン

2015年～2016年 地区ＦＷＴ委員

2016年～2017年 地区FWT委員長

2017年～2021年 335複合地区FWTコーディネーター（正）

2021年～2022年 地区GLTコーディネーター・GLT委員長

2022年～2023年 ８Ｒリジョンチェアパーソン

2023年～2024年 第二副地区ガバナー

2024年～2025年 第一副地区ガバナー

笹部 美千代
（ささべ みちよ）

家族構成 正樹
趣味 海外旅行・寝ること

MJF 32回



第一副地区ガバナーシカゴ研修



2025~2026

ガバナースローガン

奉仕の愛を
拡げましょう

未来への架け橋

ライオンズクラブ国際協会
335-B地区
地区ガバナーエレクト

笹部美千代



ガバナーピンへ
の思い

335-B地区

大阪府の花 「桜草」

和歌山県の花 「梅」

岸和田コスモスLC

「コスモス」

大きな愛と思いやりをもって

メンバー全員の協力で地区を盛り上げたい！



キャビネット五役 2025~2026

地区ガバナー
笹部 美千代

（岸和田コスモスLC）

第１副地区ガバナー
堀 典之
（茨木LC）

第２副地区ガバナー
十河 宏輔

（枚方ローズLC）

キャビネット幹事
江川 昌克

（岸和田コスモスLC）

キャビネット会計
成願 眞理子

（岸和田コスモスLC）



組織運営について

ペーパレスの継続

アプリの導入による見える化

IT化の推進で事務作業の効率

Challenge  プラス１



委員会構成

みらいへ委員会

GST委員会

GMT・WYPT委員会

GET委員会

GLT・会則委員会

LCIF委員会

MC委員会

アラート委員会

青少年育成委員会（ライオンズクエスト・薬物乱用防止）

YCE・レオ委員会

ライオンズ慰霊委員会

国際関係・大会参加委員会

年次大会委員会



特別委員会

みらいへ
 委員会

み

みんなで

（We）

ら

ライオンズクラ
ブの未来のた

めに

い

いつも思い

やりを持って

へ

～繋げていく
リジョン編成を推進



ご 報 告
FWT委員会 ⇒ WYPT委員会

  名称変更に  

W ⇒ Women (女性）

Y ⇒ Young  (若い）

P ⇒ People（人々）

T ⇒ Team（チーム）

F ⇒ Family（家族）

W ⇒ Women (女性）

T ⇒ Team（チーム）



ケニアガールズプロジェクト
（2024年10月より開始）

2025年オーランド国際大会へ持参※

女性クラブを中心として、１１クラブ参加

那賀LCは家族会員が製作協力参加

アフリカ ケニアの現状を知り、女子学生に

向けた布ナプキンの手作り活動





GETチーム活動

情報収集（RC・ZCからの情報）

結成への計画書策定

クラブ結成のためのフォロー

Challenge＋１の達成



未来への架け橋のために

Challenge プラス１

Power of we    （会員拡大）

Power of service （奉仕の力）

Power of action （実行力）

Power of  Value  ( 価値 ）



プラス１（各クラブ純増1名＋奉仕力

強化）

学生会員やスペシャリティクラブ支部

チャレンジプラス１

会員維持 チャレンジプラス１

Challenge プラス１

メンバーシップ



Challenge プラス１
プロジェクト１

学生会員をプラス１

➢ボランティアの経験を得る – 地域と世界に
奉仕する

➢就職に有利な経験を積む – 対面研修およ
びオンライン研修を受けられる

➢人脈作り – 地域社会のリーダーや国際的
な団体とのつながりを構築できる

☆クラブにとって
奉仕の担い手の強化
若い仲間が増える
新しい奉仕活動の提案



プラチナ会員を活かそう
（会員維持のために）

➢☆ 現在ライオンズメンバーで、年齢75歳以上の方

➢☆ 長年、ライオンズクラブで奉仕活動をされてきた方

➢☆ ライオンズライフをゆっくりと楽しみたい方（お茶会クラブ）

➢☆ ライオンズクラブが好きな方

ライオンズクラブのメンバーとして高野山まで！
出席義務や奉仕活動の制限の緩和

プラチナ会員の内規を追加。

Challenge プラス１
プロジェクト２



LCIF
について

Heart 100 への協力のお願い

各種交付金の活用推進

クラブシェアリング交付金

 Challenge＋１へのトライ



100ドルで出来ること

 100人のこどもへはしかの
予防接種

 小児がん患者の８人分の医
療器具を提供

 14人に清潔な水を提供

 毎日の食事を14人に

 自然災害被災者4人分を即時
支援

Heart 100



ライオンズブランド
レモネードによる
ファンドレイジング

• 若者のやりがいは、どこにあるのか？！

• 汗を流して味わう満足感ではないか！

• 例えば、小児がん活動を考えた時

• レモネードスタンド活動を通じ、奉仕の一つに

• 人々の共感でファンドレイジングを。

20

Challenge プラス１
プロジェクト３



21

あなたのクラブは大丈夫ですか



22

クラブコンサルタントとしてのZCの協力



うまくいっているクラブの６つの傾向

会員増強
充実した
例会

コミュニ
ケーション

セミナーに
参加

クラブの
管理・運営

意味のある
奉仕事業



クラブにおける

Challenge     

プラス１

・ クラブの強靭化を目指そう！

⇒各クラブ純増１

学生会員制度の活用

スペシャルティクラブ・支部

プラチナ会員の導入

・リジョン・ゾーン協力による会員拡大

⇒クラブ数×１名の拡大



・奉仕の拡大を目指そう！

⇒新しい奉仕の形を見つける

・奉仕のファンを増やそう！

⇒奉仕を通した仲間づくり

・各種団体との連携

⇒活動の拡大

クラブにおける

Challenge     

プラス１



私たちのモットー

「We Serve」

地域に根差した奉仕

＋

世界一の奉仕団体である使命

100ドル寄付早期達成

クラブにおける

Challenge     

プラス１



リーダー名言集

リーダーのスピードが、部下のスピードにな

る。
メアリー ケイ アッシュ（米国 化粧品会社 創業者）

よきリーダーは、まずはよき部下にならなく
てはいけない。

ロバート・グリーンリーフ（米国のサーバント・リーダーシップ

提唱者

リーダーに選ばれることは、王冠を与えら
れることではない。他のメンバーの実力を
最大限に発揮させる責任が与えられるのだ。

ジャック・ウェルチ（米国の経営者）

https://meigen-ijin.com/jack-welch/


「ひとりで見る夢は夢でしかない、

みんなで見る夢は現実となる」

ご清聴ありがとうございました。

奉仕の愛を拡げましょう

～未来への架け橋～
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